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高山村議会議員   梨本 進          
質 問 事 項 質問の趣旨 

1，立地を生かした村

の観光拠点・多機能

複合施設「道の駅」

設置について 
 
 

本村にとって、観光の拠点ともなる複合的な施設「道の駅」の設置は、今

こそ求められている重要な施策と考える。 

本村では令和元年から、村内分散型の複数の「にぎわいの場構想」を打ち

出し、山田牧場に着手したが計画は停滞し、最終的には令和 6 年度ようやく

休憩施設とハイキングコースの整備に留まることとなった。 

昨年度、導入断念となった県営中山間総合整備事業の地区協議の場におい

ても、農産物や村特産品の直売所設置への期待は大きなものがあった。また

議会と住民の懇談の場でも、村内特産物の直売所や PR の場としての「道の

駅」要望の声が多く挙がっている。 

「道の駅」は地域と共につくる個性豊かなにぎわいの場であり、訪れる観

光客が自由に立ち寄れる快適な「休憩機能」や、地域の文化・歴史・名所・特

産物や観光情報などを提供する「情報発信機能」、そして活力ある地域づくり

を促進する文化教養施設や地域振興施設、農産物や特産物の直売所などの「地

域連携機能」、また災害時にはヘリポートや防災対応施設の「防災機能」、な

どを併せ持つことが基本的なコンセプトとなっている。 

本村の誇れる温泉観光や紅葉、桜などの景観観光、また果樹、ワイン、米

などの特産物販売への相乗効果や交流人口の拡大など、地域振興に大きな効

果が期待される。 

 そこで高山村の立地を生かして、善光寺平から北アルプス、北信五岳が一

望できる場所として、幹線道路である県道大前・須坂線の沿道に設置を望む

ものです。 

 高山村発足 70 年を迎える節目に、未来志向で村民結束して取組む価値ある

大きな事業と考えるが、村行政の見解を求めたい。 

 

 

質問要旨と質問 

① インター・イオンモール開業で、周辺も連携して発展すべき。本村にお迎

えする拠点づくりが必要である。子ども連れ家族がゆっくりおむつ交換で

きる、また障がいのある方でも安心してトイレが使用できる、安全、安心

な「休憩場所」の提供について考えを問う。 

② これまで、農産物直売所やワイン、生産物加工品などの販売所や観光情報

発信の拠点などの施設設置計画について、具体的に調査、研究はされてき

たか。 

③ 多機能を備えた複合施設「道の駅」設置事業導入について答弁を求める。 

 

 

 

 

 


